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散
佚
曲
《
綱
》
の
復
元

西　

野　
　

春　

雄

一　

復
元
の
き
っ
か
け

市
民
活
動
に
よ
っ
て
地
域
文
化
遺
産
と
し
て
の
能
楽
の
魅
力
を
発
進
し
て
い
る
「
高
安
能
未
来
継
承
事
業
推
進
協
議
会
」（
会
長
橋
本
久

氏
）は
、
二
〇
〇
九
年
に
文
化
庁
の
「
地
域
発
・
文
化
芸
術
創
造
発
進
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
の
採
択
を
受
け
活
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
前

身
で
あ
る
「
高
安
ル
ー
ツ
の
能
実
行
委
員
会
」
は
、
八
尾
市
高
安
地
域
に
ゆ
か
り
の
、『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
の
業
平
高
安
通
い
に

取
材
し
た
廃
絶
曲
《
高
安
》
の
復
曲
を
企
画
し
、
観
世
流
シ
テ
方
山
中
雅ま
さ
ゆ
き志

氏
の
参
加
を
得
て
具
体
化
し
た
。

同
曲
は
、『
春
日
拝
殿
方
諸
日
記
』
に
、
享
徳
元
年（
一
四
五
二
）二
月
の
薪
猿
楽
で
金
剛
が
演
じ
た
記
録
が
あ
る
室
町
時
代
の
作
品
で

（
注
１
）、
高
安
の
女
の
許
へ
通
う
業
平
が
笛
を
吹
い
て
知
ら
せ
た
と
注
釈
す
る
『
伊
勢
物
語
聞
書
』
の
影
響
が
見
ら
れ
、
高
安
地
域
に
は

こ
の
伝
承
に
ま
つ
わ
る
「
笛
吹
き
の
松
」
も
存
在
し
た
。
織
豊
期
の
笛
伝
書
『
遊
舞
集
』（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）は
「
す
は
笛
の
音
の
聞

こ
ゆ
る
は
」
の
と
こ
ろ
で
笛
が
彩イ
ロ
エ色
を
吹
く
演
出
も
伝
え
て
い
る
。

毎
年
秋
、
高
安
地
域
で
《
高
安
》
を
め
ぐ
る
文
化
講
座
が
開
か
れ
、
作
品
研
究
の
成
果
や
能
本
の
発
表
、
謡
の
披
露
、
仕
型
に
よ
る
部

分
試
演
等
を
行
い
、
発
足
か
ら
数
え
て
十
年
目
の
二
〇
一
三
年
二
月
、
観
世
流
シ
テ
方
山
階
彌
右
衛
門
氏
ほ
か
の
出
演
で
、
八
尾
市
文
化
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会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
た
。
以
後
、
こ
れ
ま
で
都
合
七
回
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

続
い
て
第
二
弾
と
し
て
、
高
安
地
区
に
鬼
の
手
を
埋
め
た
と
い
う
「
手
塚
」
古
墳
に
ま
つ
わ
る
鬼
伝
説
に
取
材
し
た
ら
し
い
散
佚
曲

《
綱
》
に
注
目
し
、
復
元
を
企
画
し
た
。
私
は
、
山
中
雅
志
氏
が
九
、十
歳
の
頃
、
大
槻
能
楽
堂
の
復
曲
公
演
《
刈か
る
か
や萱
》（
一
九
八
六
）や

《
多た
だ
つ
の
さ
え
も
ん

度
津
左
衛
門
》（
一
九
八
八
）な
ど
に
子
方
と
し
て
好
演
し
て
い
た
頃
か
ら
注
目
し
て
い
た
縁
で
、《
高
安
》
の
能
本
作
成
等
に
参
画
し

た
が
、
二
〇
一
七
年
、
同
会
か
ら
《
綱
》
を
復
元
す
べ
く
能
本
の
作
成
を
委
嘱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、《
綱
》
は
室
町
時
代
に
は
演
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
や
が
て
廃
絶
し
、
現
在
、
能
本
の
存
否
も
わ
か
ら
な
い
。

復
曲
で
は
、
伝
存
す
る
能
本
を
基
に
で
き
る
が
《
綱
》
に
は
そ
れ
が
な
い
。
ど
の
よ
う
に
し
て
能
本
を
復
元
・
創
作
す
る
か
が
問
題
と
な

る
が
、
手
掛
り
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
室
町
時
代
の
装
束
付
が
伝
え
る
《
綱
》
の
記
事
で
あ
る（
後
述
）。
さ
ら
に
、《
綱
》
を
原
拠
に
し
た
と

思
わ
れ
る
江
戸
時
代
の
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
や
近
代
に
創
ら
れ
た
長
唄
・
歌
舞
伎
舞
踊
が
あ
る
こ
と
に
想
い
到
り（
後
述
）、
こ
う
し
た
能
取

り
物
を
遡
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
源
流
に
位
置
す
る
で
あ
ろ
う
《
綱
》
の
復
元
を
図
ろ
う
と
考
え
、
能
本
作
成
に
着
手
し
、
推
敲
を
重
ね
た
。

二
〇
一
八
年
か
ら
毎
年
秋
に
高
安
地
域
で
行
わ
れ
た
「
高
安
と
能
楽
の
関
わ
り
を
探
る
講
座
」
で
、
構
想
を
語
り
、
現
在
進
行
形
な
が

ら
詞
章（
第
一
稿
～
第
三
稿
）を
披
露
し
、
謡
に
よ
る
試
演
、
仕
型
に
よ
る
部
分
試
演
を
重
ね
、
二
〇
二
一
年
六
月
に
謡
本
も
刊
行
。
そ
し
て

同
月
十
八
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
観
客
席
を
半
減
し
、
出
演
者
お
よ
び
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
研
究
公
演
と
し
て
、
大
阪
市
の
山
中
能

舞
台
で
上
演
す
る
こ
と
が
で
き
た（
シ
テ
山
中
雅
志
ほ
か
）。
事
前
に
『
日
本
経
済
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』（
大
阪
版
）等
で
報
道
さ

れ
、
前
評
判
も
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二　

綱
物
の
系
譜

平
安
中
期
の
武
将
源
頼
光
の
家
臣
で
四
天
王
の
随
一
と
い
わ
れ
た
渡
辺
綱
が
登
場
す
る
能
に
、
観
世
信
光
作
の
《
羅
生
門
》
が
あ
る
。
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観
世
・
宝
生
・
金
剛
・
喜
多
流
の
現
行
曲
で
、
あ
る
春
の
日
、
頼
光
の
館
に
四
天
王
が
集
い
羅
生
門
に
棲
む
鬼
を
め
ぐ
っ
て
綱（
ワ
キ
）と

保
昌（
ワ
キ
連
）が
激
し
く
論
争
し（
前
場
）、
綱
が
羅
生
門
に
赴
き
、
鬼（
シ
テ
）と
斬
り
あ
い
、
鬼
の
片
腕
を
斬
り
落
と
す（
後
場
）と
い
う
鬼
退

治
物
で
あ
る
。
中
入
に
出
る
綱
の
下
人（
ア
イ
）と
後
場
に
門
の
作
り
物
か
ら
登
場
す
る
鬼
以
外
、
す
べ
て
ワ
キ
方
が
勤
め
、
鬼
に
は
セ
リ

フ
が
一
句
も
な
い
。
古
く
《
綱
》
と
も
称
し
た
。

ま
た
廃
絶
曲
に
は
《
姫
切（
翡か

わ
せ
み翠
・
翡
翠
綱
ト
モ
）》
が
あ
る
。
春
、
頼
光
の
命
を
受
け
た
渡
辺
源
五
綱
が
、
山
城
の
宇
治
川
の
ほ
と
り
で
、

橋
姫
に
変
じ
た
鬼
神
を
斬
り
払
う
鬼
退
治
物
で
あ
る（
注
２
）。

一
方
、
室
町
時
代
に
は
前
場
に
姥（
シ
テ
）が
出
る
《
綱
》
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
最
古
で
唯
一
の
資
料
が
永
正（
一
五
〇
二
～

二
一
）頃
に
成
っ
た
下
掛
系（
金
春
・
金
剛
）の
装
束
付
『
舞
芸
六
輪
之
次
第
』（
舞
芸
六
輪
と
も
。
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
ほ
か
）で
あ
る
。
同
書
は
、

鬼
の
役
が
「
毛け
が
り
は

狩
羽
」
と
い
う
爪
先
に
鳥
の
毛
を
植
え
た
沓
を
履
き（
世
阿
弥
の
『
二
曲
三
体
人
形
図
』
の
力
動
風
の
鬼
が
履
い
て
い
る
）、《
佐
保

山
》《
呉
服
》《
西
王
母
》
の
女（
前
ジ
テ
）の
装
束
に
「
ち
が
く
し
」（
乳
隠
し
。
乳
隠
れ
ト
モ
。
上
衣
の
上
に
着
る
袖
の
な
い
、
あ
る
い
は
袖
の
短
い

装
束
）を
着
る
な
ど
、
固
定
以
前
の
姿
を
伝
え
る
装
束
付
で
、
鬼
の
能
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
、
つ
な
。
し
て
ハ
、
前
、
姥
。
常
の
出
立
。
小
袖
（
唐
織
着
流
し
の
意
）、
又
ハ
水
衣
を
重
ぬ
る
。
後
ハ
鬼
。
常
の
如
し
。
綱
ハ
大
口
・

小
袖
（
厚
板
で
あ
ろ
う
）、
又
ハ
法
被
・
袖
な
し（
側
次
で
あ
ろ
う
）、
太
刀
を
持
つ
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
ジ
テ
が
姥
、
後
ジ
テ
が
鬼
の
《
綱
》
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
ち
ろ
ん
綱
も
出
る
。
お
そ
ら
く
、
羅
生
門
で
渡

辺
の
綱
に
腕
を
斬
り
落
と
さ
れ
た
鬼
が
、
姥
に
扮
し
て
綱
館
を
訪
ね
て
腕
を
取
り
返
す
説
話
を
脚
色
し
た
能
で
、
後
場
に
、
正
体
を
現
し

た
鬼
が
再
び
現
れ
る
と
い
う
《
羅
生
門
》
の
後
日
談
に
取
材
し
た
作
品
で
あ
ろ
う
。
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能
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
綱
に
腕
を
切
ら
れ
た
鬼
が
姥
に
化
け
て
綱
館
を
訪
ね
、
腕
を
取
り
返
す
物
語
を
劇
化
し
た
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
仕
組
の
名
人
」（
戯
財
録
）、「
珍
し
き
趣
向
工
夫
多
し
」（
役
者
全
書
）と
い
わ
れ
、《
京
鹿
子
娘
道
成
寺
》
や
《
景
清

（
牢
破
り
景
清
ト
モ
）》
な
ど
を
書
い
た
藤
本
斗と
ぶ
ん文（

生
没
年
不
詳
。
享
保
末
年
か
ら
宝
暦
中
頃
に
活
躍
）作
の
四
番
続
き
の
歌
舞
伎
《
潤う
る
お
い
せ
い
わ
げ
ん
じ

清
和
源
氏
》

の
二
番
目
《
兵つ
わ
も
の
あ
づ
ま
や
づ
く
り

四
阿
屋
造
》
で
あ
る
。
江
戸
中
期
の
寛
保
元
年（
一
七
四
一
）七
月
、
江
戸
中
村
座
で
上
演
さ
れ
た
。
元
祖
大
薩
摩
主
膳
太

夫
、�

三
味
線
五
世
杵
屋
喜
三
郎
、
伯
母
を
二
代
目
市
川
海
老
蔵
、
渡
邊
綱
を
三
代
目
市
川
団
十
郎
の
配
役
で（『
近
世
邦
楽
年
表
』）、
最
後
に

正
体
を
現
し
た
伯
母
は
「
鬼
女
の
荒
れ
た
る
気
色
に
て
、
か
し
こ
の
一
間
に
か
け
入
り
て
、
破
風
を
蹴
破
り
現
れ
出
で
、
あ
た
り
を
睨
み

し
有
様
は
、
身
の
毛
も
よ
だ
つ
ば
か
り
な
り
、
い
か
に
渡
邊
見
覚
え
た
る
か
、
わ
れ
こ
そ
茨
木
童
子
な
る
が
、
わ
が
う
で
を
取
り
返
さ
ん

た
め
、
こ
れ
ま
で
来
た
る
は
や
い
」
と
名
乗
る（
大
薩
摩
『
兵
四
阿
屋
造
』
正
本
。
適
宜
漢
字
を
宛
て
た
。
太
字
部
分
は
次
に
述
べ
る
《
綱
館
》
と
同
文
）。

鬼
の
正
体
は
茨
木
童
子
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
。

だ
が
、
初
演
か
ら
百
二
十
八
年
後
の
明
治
二
年（
一
八
六
九
）、「
根
岸
の
勘
五
郎
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
古
曲
の
復
興
に
も
熱
心
な
長
唄

三
味
線
方
の
三
世
杵
屋
勘
五
郎（
十
一
世
杵
屋
六
左
衛
門
。
一
八
一
五
～
七
七
）が
長
唄
《
羅
生
門
》
を
作
曲
し
た
後
、《
兵
四
阿
屋
造
》
を
見
出

し
て
改
作
し
、
翌
年
に
上
演
し
た
の
が
長
唄
《
綱つ
な
や
か
た館》（

本
名
題
「
渡
邊
綱
館
之
段
」）�

で
あ
る
。
語
り
の
要
素
が
濃
い
作
品
で
、
全
曲
本
調

子
、
随
所
に
豪
快
な
大
薩
摩
の
曲
節
を
取
り
入
れ
た
会
心
の
作
で
、
長
唄
屈
指
の
名
曲
で
あ
る
。
稀
音
家
義
丸
氏
に
よ
っ
て
、
姥
が
舞
う

曲
舞
の
段
は
後
の
増
補
で
あ
る
こ
と
も
解
明
さ
れ（
後
述
）、
池
田
弘
一
氏
『
長
唄
び
い
き
』（
青
蛙
坊
、
二
〇
〇
二
）に
渡
邊
綱
と
長
唄
『
綱

館
』
に
つ
い
て
詳
し
い
考
察
が
あ
る（
注
３
）。
ま
た
星
野
厚
子
氏
に
、
先
行
作
品
《
兵
四
阿
屋
造
》
と
《
綱
館
》
の
旋
律
を
比
較
し
た
論

考
と
、
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）年
十
月
頃
に
収
録
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
・
パ
テ
社
製
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
長
唄
《
綱
館
》
の
紹
介
も
あ

る（
注
４
）。

さ
ら
に
こ
の
《
綱
館
》
は
、
歌
舞
伎
舞
踊
《
茨い
ば
ら
き木

》
に
受
け
継
が
れ
た
。
河
竹
黙
阿
弥
作
詞
、
三
世
杵
屋
正
次
郎
作
曲
、
初
世
花
柳
寿
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輔
振
付
で
、
茨
木
童
子
を
五
世
尾
上
菊
五
郎
、
綱
を
初
世
市
川
左
団
次
の
配
役
で
、
明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）に
初
演
さ
れ
た
。�

新
古
演

劇
十
種
の
一
つ
と
し
て
、
今
も
し
ば
し
ば
上
演
さ
れ
て
い
る
人
気
曲
で
あ
る
。

な
お
『
新
版
歌
舞
伎
事
典
』（
服
部
幸
雄
・
富
田
鉄
之
助
・
廣
末
保
編
、
平
凡
社
、
二
〇
一
一
）の
「
茨
木
」
の
項
に
「（
略
）明
治
三
年
杵
屋
勘
五

郎
作
曲
の
《
綱
館
》
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
松
羽
目
物
で
あ
る
が
、
能
・
狂
言
の
作
品
か
ら
の
移
入
で
な
い
点
が
珍
し
い
。（
略
）源
頼
光

の
四
天
王
の
一
人
渡
辺
綱
が
、
羅
生
門
で
茨
木
童
子
の
片
腕
を
斬
る
。
童
子
は
、
綱
の
伯
母
真
柴
に
化
け
て
取
り
戻
し
に
来
る
。
こ
こ
で

は
右
腕
だ
け
で
踊
る
の
が
技
量
の
い
る
と
こ
ろ
。
見
せ
て
も
ら
っ
た
腕
を
奪
い
、
た
ち
ま
ち
悪
鬼
と
な
っ
て
逃
れ
る
。
後
段
は
茨
木
と
綱

の
立
廻
り
の
あ
と
、
童
子
は
正
体
を
あ
ら
わ
し
花
道
を
引
込
む
」
と
あ
る
。
執
筆
者
の
藤
田
洋
氏
は
「
能
・
狂
言
の
作
品
か
ら
の
移
入
で

な
い
点
が
珍
し
い
」
と
記
し
て
い
る
。
散
逸
曲
で
は
あ
る
が
《
綱
》
の
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。

し
か
し
、
す
で
に
『
舞
芸
六
輪
之
次
第
』
の
善
本
が
片
桐
登
「
舞
芸
六
輪
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
学
誌
要
』
第
十
号
、
法
政
大
学
国
文
学
会
、

一
九
六
四
）に
解
説
付
き
で
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
、
横
道
萬
里
雄
・
表
章
校
注
『
謡
曲
集
』
下（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
）の

《
羅
生
門
》
の
備
考
に
「
な
お
前
ジ
テ
と
し
て
姥
が
出
る
台
本
が
古
く
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
本
文
の
存
否
不
明
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
か
つ
て
《
綱
》
が
存
在
し
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、『
舞
芸
六
輪
之
次
第
』
の
善
本
は
田
中
允
氏
が
補
正

し
て
『
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成 

文
献
目
録
補
遺
』（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
編
、
三
省
堂
、
一
九
六
九
、
非
売
品
）�

に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

三　

綱
伝
説
の
能
取
り
物
を
遡
る

能
に
取
材
し
た
、
い
わ
ゆ
る
能
取
り
物（
松
羽
目
物
）の
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
・
舞
踊
・
長
唄
に
は
、
原
拠
と
な
っ
た
能
の
趣
向
や
詞
章
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
能
の
《
安
宅
》
か
ら
生
ま
れ
た
歌
舞
伎
《
勧
進
帳
》
に
は
《
安
宅
》
の
義
経
主
従
の
登
場
歌
「
旅

の
衣
は
鈴
懸
の
、
露
け
き
袖
や
萎
る
ら
ん
」
が
そ
の
ま
ま
生
か
さ
れ
、
道
成
寺
物
に
は
《
道
成
寺
》
の
乱
拍
子
の
序
歌
「
花
の
ほ
か
に
は
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松
ば
か
り
、
暮
れ
初
め
て
鐘
や
響
く
ら
ん
」
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
は
枚
挙
に
遑
な
く
、
趣
向
だ
け
で
な
く
能
の
詞
章
を
丸
取

り
し
て
い
る
作
品
も
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
、《
綱
》
の
復
元
創
作
に
あ
た
っ
て
は
、《
綱
》
を
脚
色
し
た
で
あ
ろ
う
《
兵
四
阿
屋
造
》
が
、
さ
ら
に
《
綱
館
》
に
受
け
継
が

れ
、《
茨
木
》
に
至
っ
た
系
譜
を
想
定
し
、
逆
に
そ
の
流
れ
を
遡
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
源
流
の
《
綱
》
を
復
元
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。
恐
ら
く
構
想
や
詞
章
は
《
綱
》
に
準
拠
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
こ
れ
ら
能
取
り
物
に
劇
の
展
開
を
学
び
、
特
に
《
綱
館
》
を

主
材
に
し
て
、
適
宜
詞
章
を
引
用
し
つ
つ
、
能
と
し
て
立
体
的
に
な
る
よ
う
復
元
・
創
作
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

能
本
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
楽
劇
学
会
の
会
員
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
稀
音
家
義
丸
氏
に
教
え
を
乞
い
、
有
益
な
資
料
を
い
た
だ
き
、
氏
の

ご
教
示
に
よ
っ
て
出
か
け
た
二
〇
一
七
年
十
月
七
日
の
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル
で
の
「
長
唄
演
奏
会
道
」
に
お
け
る
《
綱
館
》
の
演
奏
が
、

多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
。
気
迫
あ
ふ
れ
る
演
奏
に
魅
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
解
説
に
三
世
杵
屋
勘
五
郎
が
原
作
《
兵

四
阿
屋
造
》
を
ど
の
よ
う
に
編
曲
し
て
《
綱
館
》
に
改
曲
し
た
か
を
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
て
、
星
野
氏
の
論
考
と
と
も
に
参
考
に

な
っ
た（
無
署
名
。
星
野
厚
子
氏
の
論
考
で
同
氏
の
執
筆
と
知
っ
た
）。

ま
た
、
稀
音
家
義
丸
氏
は
、
曲
中
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
山
廻
り
の
曲
舞
の
段
に
つ
い
て
、
新
資
料
に
よ
っ
て
通
説
の
誤
り
を
指
摘
し
、

天
保
四
年（
一
八
三
三
）に
十
世
杵
屋
六
左
衛
門
が
作
曲
し
た
《
狂
乱
裏
山
伏
》
の
歌
詞
を
使
っ
た
後
補
で
あ
る
こ
と
、
続
く
舞
の
合
方
が

安
政
四
年（
一
八
五
七
）に
二
世
吉
住
小
三
郎
追
善
曲
と
し
て
十
世
杵
屋
六
左
衛
門
が
作
曲
し
た
《
艶い
ろ
ど
り
も
よ
し
す
み
れ
ぐ
さ

吉
住

草
》
の
合
方
の
引
用
で
あ

る
こ
と
を
解
明
さ
れ
た（
注
５
）。
両
曲
と
も
《
綱
》
の
作
曲
者
杵
屋
勘
五
郎
が
ワ
キ
三
味
線
を
勤
め
て
お
り
、
こ
の
二
曲
の
演
奏
経
験
か

ら
、
二
曲
を
参
考
に
し
て
曲
舞
を
作
曲
し
た
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
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四　

綱
伝
説

と
こ
ろ
で
、
本
曲
の
素
材
で
あ
る
、
腕
を
斬
ら
れ
た
鬼
が
姥
に
化
け
て
取
り
返
す
話
は
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
な
ど
が
伝
え
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
平
家
諸
本
の
う
ち
八
坂
系
十
二
巻
本
『
平
家
物
語
』
巻
第
十
一
剣
巻
が
、
鬼
に
遭
遇
す
る
場
所
が
都
の
一
条
堀
川
の

戻
橋
で
、
津
の
国
渡
辺
よ
り
綱
の
伯
母
に
あ
た
る
養
母
が
綱
館
を
訪
ね
る
。�

伯
母
が
綱
の
情
に
訴
え
て
門
を
開
か
せ
る
場
面
な
ど
は

《
綱
館
》
に
近
い
の
で
、
左
に
同
書
を
底
本
と
す
る
新
潮
日
本
古
典
集
成
本
『
平
家
物
語
』
下（
水
原
一
校
注
、
一
九
八
一
）の
「
渡
辺
の
源
四

郎
綱
鬼
切
る
事
」
を
適
宜
改
行
し
て
示
す
こ
と
に
す
る
。　

Ａ　

�

そ
の
こ
ろ
、
頼
光
の
郎
等
に
「
渡
辺
の
源
四
郎
綱
」
と
い
ふ
者
あ
り
。
武
蔵
の
国
箕み

た田
と
い
ふ
所
に
て
生
ま
れ
け
れ
ば
、「
箕
田

の
源
四
」
と
申
し
け
り
。
頼
光
の
使
と
し
て
、
一
条
大
宮
に
つ
か
は
し
け
る
が
、
夜
陰
に
お
よ
び
馬
に
乗
り
、「
お
そ
ろ
し
き
世

の
中
な
れ
ば
」
と
て
、
鬚
切
を
帯は

か
せ
ら
る
。
一
条
堀
川
の
戻
橋
に
て
、
齢よ
は
ひ二
十
あ
ま
り
の
女
房
の
、
ま
こ
と
に
き
よ
げ
な
る
が
、

紅
梅
の
薄う
す
ぎ
ぬ衣

の
袖
ご
め
に
法
華
経
持
ち
、
懸
帯
し
て
、
ま
ぼ
り
か
け
、
た
だ
一
人
行
き
け
る
が
、
綱
が
う
ち
過
ぐ
る
を
見
て
、

「
夜
ふ
け
、
お
そ
ろ
し
き
に
、
送
り
給
ひ
な
ん
や
」
と
な
つ
か
し
げ
に
言
ひ
け
れ
ば
、
綱
、
馬
よ
り
飛
ん
で
お
り
、「
子
細
に
や
お

よ
び
候
ふ
べ
き
」
と
て
、
い
だ
い
て
馬
に
乗
せ
、
わ
が
身
も
後し
づ
わ輪
に
む
ず
と
乗
り
、
堀
川
の
東
を
南
へ
行
き
け
る
に
、
女
房
申
す

様や
う

、「
わ
が
住
む
所
は
都
の
ほ
か
。
お
く
り
給
は
ん
や
」。「
さ
ん
候
」
と
こ
た
へ
け
れ
ば
、「
わ
が
行
く
所
は
愛
宕
山
ぞ
」
と
て
、

綱
が
髻
も
と
ど
りひ
つ
掴つ
か

ん
で
、
乾い
ぬ
ゐを
さ
し
て
飛
ん
で
行
く
。
綱
は
ち
と
も
さ
わ
が
ず
、
鬚
切
を
抜
き
あ
は
せ
、「
鬼
の
手
切
る
」
と
思
へ

ば
、
北
野
の
社
の
回
廊
の
上
に
ぞ
落
ち
に
け
る
。
髻
に
つ
き
た
る
手
を
取
つ
て
み
れ
ば
、
女
房
の
姿
に
て
は
雪
の
膚は
だ
へと
お
ぼ
え
し

が
、
色
黒
く
、
毛
か
が
ま
り
て
小
縮ち
ぢ

み
な
り
。
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Ｂ　
�

こ
れ
を
持
参
し
け
れ
ば
、
頼
光
お
ど
ろ
き
給
ひ
て
、
播
磨
な
る
晴
明
を
呼
び
て
問
は
れ
け
れ
ば
、「
綱
に
は
七
日
の
い
と
ま
賜
は

つ
て
、
仁に
ん
わ
う
ぎ
ゃ
う

王
経
を
講
読
す
べ
し
」
と
ぞ
申
し
け
る
。

Ｃ　

�
第
六
日
に
な
る
夜
、
門
を
た
た
く
者
あ
り
。「
た
れ
」
と
問
へ
ば
、「
綱
が
養
母
、
渡
辺
よ
り
の
ぼ
り
た
る
」
と
こ
た
ふ
。
こ
の
養

母
と
申
す
は
、
綱
が
た
め
に
は
伯
母
な
り
。「
人
し
て
は
あ
し
か
り
な
ん
」
と
て
、
綱
た
ち
寄
り
て
言
ひ
け
る
は
、「
七
日
の
物
忌

に
て
候
へ
ば
、
い
づ
く
に
も
一
夜
の
宿
を
借
り
給
ひ
て
、
明
日
入
ら
せ
給
ふ
べ
し
」
と
言
へ
ば
、
母
さ
め
ざ
め
と
泣
き
、「
生
ま

れ
し
よ
り
あ
ら
き
風
に
も
あ
て
ず
、
人
だ
て
し
甲
斐
あ
り
て
、
頼
光
の
御
内
に
、『
箕
田
源
四
』
と
だ
に
言
ひ
つ
れ
ば
、
肩
を
並

ぶ
る
者
な
し
。
う
れ
し
き
に
つ
け
て
も
、
恋
し
と
の
み
思
へ
ば
、
こ
の
ご
ろ
は
ひ
と
し
ほ
夢
見
心
も
と
な
く
て
の
ぼ
り
た
る
に
、

門も
ん

を
さ
へ
ひ
ら
か
ざ
り
し
。
か
か
る
不ふ
け
う孝
の
咎
な
れ
ば
、
神
明
も
ま
ぼ
り
給
は
じ
。
七
日
の
祈
誓
よ
し
な
し
。
今
よ
り
は
子
と
も

た
の
む
べ
か
ら
ず
。
親
と
思
ふ
な
よ
」
と
か
き
く
ど
き
言
ひ
け
れ
ば
、
綱
は
道
理
に
せ
め
ら
れ
て
、「
た
と
ひ
身
は
い
か
に
な
る

と
も
」
と
て
、
門
を
ひ
ら
き
て
入
れ
て
げ
り
。

Ｄ　

�

来
し
方
、
行
く
末
の
物
語
り
し
て
、「
さ
て
も
、
物
忌
と
は
何
事
ぞ
」
と
た
づ
ね
け
れ
ば
、
隠
す
べ
き
こ
と
な
ら
ね
ば
、
あ
り
の

ま
ま
に
語
る
。
母
、「
さ
ほ
ど
の
こ
と
と
は
知
ら
ず
し
て
恨
み
し
こ
と
の
く
や
し
さ
よ
。
さ
れ
ど
も
親
は
ま
ぼ
り
な
れ
ば
、
い
よ

い
よ
つ
つ
が
な
か
る
べ
し
。
さ
て
、
そ
の
鬼
の
手
と
い
ふ
な
る
も
の
、
世
の
物
語
に
見
ば
や
」
と
ぞ
望
み
け
る
。

Ｅ　

�

綱
は
「
見
せ
じ
」
と
は
思
へ
ど
も
、
さ
き
の
恨
み
が
肝
に
染
み
、
深
く
封
じ
た
る
鬼
の
手
を
取
り
出
だ
し
、
養
母
に
見
せ
け
れ
ば
、

「
こ
れ
は
わ
が
手
ぞ
や
」
と
て
、
お
そ
ろ
し
げ
な
る
鬼
に
な
り
、
破
風
蹴
破
り
、
出
で
に
け
り
。
そ
れ
よ
り
渡
辺
党
は
家
に
破
風

を
た
て
ず
。
あ
づ
ま
や
に
つ
く
る
な
り
。
鬚
切
、
鬼
を
切
り
て
よ
り
「
鬼
丸
」
と
改
名
し
け
り
。

ま
た
『
太
平
記
』
第
三
十
二
巻
直
冬
上
洛
の
事
、
付
鬼
丸
鬼
切
の
事
で
は
、
姥
が
訪
ね
る
の
が
頼
光
の
館
で
あ
る
が
、
姥
を
河
内
の
国
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高
安
の
女
と
す
る
点
が
「
手
塚
」
伝
説
を
思
わ
せ
る
の
で
、
江
戸
初
期
刊
行
の
流
布
本
の
慶
長
八
年
小
活
字
本
を
底
本
と
す
る
新
潮
日
本

古
典
集
成
本
『
太
平
記
』
五（
山
下
宏
明
校
注
、
一
九
八
八
）に
拠
り
適
宜
改
行
し
て
示
す
。

　
ａ　

�（
略
）ま
た
鬼
切
と
申
す
は
、
元
は
清
和
源
氏
の
先
祖
摂
津
守
頼
光
の
太
刀
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。
そ
の
昔
大
和
国
宇
多
郡
に
大
森
あ

り
。
こ
の
陰
に
夜
な
夜
な
ば
け
も
の
あ
り
て
、
往
来
の
人
を
採
り
喰く
ら

ひ
、
牛
馬
・
六
畜
を
つ
か
み
裂
く
。
頼
光
こ
れ
を
聞
き
て
、

郎
等
に
渡
辺
源
五
綱
と
い
ひ
け
る
者
に
、
か
の
ば
け
も
の
討
ち
て
参
れ
と
て
秘
蔵
の
太
刀
を
ぞ
た
び
た
り
け
る
。

ｂ　

�

綱
す
な
は
ち
宇
多
郡
に
行
き
甲
胄
を
帯
し
て
、
夜
な
夜
な
く
だ
ん
の
森
の
陰
に
ぞ
待
ち
た
り
け
る
。
こ
の
ば
け
も
の
綱
が
勢
ひ
に

や
恐
れ
た
り
け
ん
、
あ
へ
て
眼
に
さ
へ
ぎ
る
事
な
し
。
さ
ら
ば
形
を
変
へ
て
謀た
ば
から
ん
と
思
ひ
て
、
髪
を
解
き
乱
し
て
お
ほ
ひ
鬘
を

か
け
、
か
ね
黒
に
太
眉
を
作
り
、
薄う
す
ぎ
ぬ衣

を
う
ち
か
づ
き
て
女
の
ご
と
く
に
出
で
立
ち
て
、
朧
月
夜
の
あ
け
ぼ
の
に
、
森
の
下
を
ぞ

通
り
け
る
。

ｃ　

�

に
は
か
に
空
か
き
曇
り
て
、
森
の
上
に
物
の
立
ち
翔
る
や
う
に
見
え
け
る
が
、
虚
空
よ
り
綱
が
髪
を
つ
か
ん
で
中ち
ゅ
うに
提ひ
つ
さげ
て
ぞ
挙あ
が

つ
た
り
け
る
。
綱
、
頼
光
の
も
と
よ
り
賜
り
た
る
太
刀
を
抜
い
て
、
虚
空
を
払
ひ
斬
り
に
ぞ
切
つ
た
り
け
る
。
雲
の
上
に
あ
と
い

ふ
声
し
て
、
血
の
さ
つ
と
顔
に
懸
か
り
け
る
が
、
毛
の
黒
く
生
ひ
た
る
手
の
、
指
三
つ
有
り
て
爪
の
か
が
ま
り
た
る
を
、
二
の
腕

よ
り
か
け
ず
切
つ
て
ぞ
落
し
け
る
。

ｄ　

�

綱
こ
の
手
を
取
り
て
頼
光
に
奉
る
。
頼
光
こ
れ
を
秘
し
て
、
朱
の
唐
櫃
に
収
め
て
置
か
れ
け
る
夜
、
夜
な
夜
な
お
そ
ろ
し
き
夢
を

見
た
ま
ひ
け
る
あ
ひ
だ
、
占せ
ん
む夢
の
博
士
に
夢
を
問
ひ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
七
日
が
間
の
重
き
御
慎
み
と
ぞ
占
ひ
申
し
け
る
。
こ
れ
に

よ
つ
て
堅
く
門
戸
を
閉
ぢ
て
、
七
重
に
し
め
を
引
き
、
四し
も
ん門
に
十
二
人
の
番
衆
を
す
ゑ
て
、
毎
夜
宿と
の
ゐ直
蟇ひ
き
め目
を
ぞ
射
さ
せ
け
る
。

ｅ　

�

物
忌
す
で
に
七
日
に
満
じ
け
る
夜
、
河
内
国
高
安
の
里
よ
り
、
頼
光
の
母
義
お
は
し
て
門
を
ぞ
た
た
か
せ
け
る
。
物
忌
の
最
中
な
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れ
ど
も
、
正ま
さ

し
き
老
母
の
、
対
面
の
た
め
と
て
は
る
ば
る
と
来
た
り
た
ま
ひ
た
れ
ば
、
力
な
く
門
を
開
き
て
、
内
へ
い
ざ
な
ひ
入

れ
た
て
ま
つ
て
、
よ
も
す
が
ら
の
酒
宴
に
ぞ
及
び
け
る
。
頼
光
酔ゑ

ひ
に
和く
わ

し
て
こ
の
事
を
語
り
出
さ
れ
た
る
に
、
老
母
持
ち
た
る

盃
を
前
に
さ
し
お
き
、「
あ
な
お
そ
ろ
し
や
、
わ
が
あ
た
り
の
人
も
こ
の
ば
け
も
の
に
取
ら
れ
て
、
子
は
親
に
先
立
ち
、
婦め

は
夫
を
つ
と

に
別
れ
た
る
者
多
く
候
ふ
ぞ
や
。
さ
て
も
い
か
な
る
者
に
て
候
ふ
ぞ
。
あ
は
れ
そ
の
手
を
見
ば
や
」
と
所
望
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
頼

光
、「
安
き
程
の
事
に
て
候
ふ
」
と
て
、
櫃
の
中
よ
り
く
だ
ん
の
手
を
取
り
出
だ
し
て
老
母
の
前
に
ぞ
さ
し
お
き
け
る
。

ｆ　

�

母
こ
れ
を
取
り
て
、
し
ば
ら
く
見
る
由
し
け
る
が
、
わ
が
右
の
手
の
臂ひ
ぢ

よ
り
切
ら
れ
た
る
を
差
し
出
し
て
、「
こ
れ
は
わ
が
手
に

て
候
ひ
け
る
」
と
言
ひ
て
差
し
合
は
せ
、
忽
ち
に
長た
け

二
丈
ば
か
り
な
る
牛う
し
お
に鬼

と
成
つ
て
、
酌
に
立
ち
た
り
け
る
綱
を
左
の
手
に
提
ひ
つ
さ

げ
な
が
ら
、
頼
光
に
走
り
か
か
り
け
る
。
頼
光
く
だ
ん
の
太
刀
を
抜
い
て
、
牛
鬼
の
頭か
う
べを
か
け
ず
切
つ
て
落
す
。
そ
の
頭
中ち
ゅ
うに
飛

び
揚
り
、
太
刀
の
鋒
き
つ
さ
きを

五
寸
喰
ひ
切
つ
て
口
に
含
み
な
が
ら
、
半
時
ば
か
り
跳
り
上あ
が

り
吠
え
怒
り
け
る
が
、
つ
ひ
に
は
地
に
落
ち

て
死
に
け
り
。
そ
の
む
く
ろ
は
な
ほ
破
風
よ
り
飛
び
出
で
て
、
遥
か
の
天
に
上
り
け
り
。
今
に
至
る
ま
で
渡
辺
党
の
家
造
り
に
破

風
を
せ
ざ
る
は
こ
の
ゆ
ゑ
な
り
。（
略
）

こ
こ
で
『
平
家
物
語
』
と
『
太
平
記
』
の
異
同
を
整
理
す
る
と
、『
平
家
物
語
』
で
は
姥
を
渡
辺
の
里
に
住
む
綱
の
母（
養
母
）で
あ
る

と
す
る
の
に
対
し
、『
太
平
記
』
で
は
高
安
の
里
に
住
む
頼
光
の
母
と
す
る
。
鬼
の
正
体
と
綱
が
腕
を
斬
っ
た
場
所
は
、『
平
家
物
語
』
で

は
一
条
戻
橋
に
棲
む
鬼
女
に
対
し
、『
太
平
記
』
で
は
大
和
国
大
森
の
牛
鬼
で
、
姥
に
化
け
た
鬼
が
訪
ね
る
場
所
は
、『
平
家
物
語
』
で
は

綱
の
館
、『
太
平
記
』
で
は
頼
光
の
館
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
異
同
が
あ
る
が
、
高
安
地
域
に
伝
わ
る
「
手
塚
」
の
鬼
伝
説
に
基
づ
く
今

度
の
復
元
創
作
で
は
、『
平
家
物
語
』
を
骨
子
と
し
つ
つ
も
、
高
安
の
里
の
母
と
す
る
『
太
平
記
』
を
生
か
し
、
全
体
を
長
唄
《
綱
館
》

の
構
想
と
展
開
に
学
ん
だ
。
鬼
と
闘
う
武
将
も
頼
光
で
は
な
く
、
綱
一
人
に
絞
り
、
訪
ね
る
姥
も
、
頼
光
の
母（
養
母
）で
は
な
く
綱
の
伯
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母
と
し
、
高
安
の
里
か
ら
綱
館
を
訪
ね
る
形
に
設
定
し
た
。

シ
テ
で
あ
る
鬼
の
正
体
は
、《
綱
》
が
《
羅
生
門
》
の
後
日
談
で
あ
り
、《
兵
四
阿
屋
造
》《
綱
館
》
で
も
「
九
条
羅
生
門
の
鬼
神
」
と

し
、
正
体
を
現
し
た
鬼
が
「
わ
れ
こ
そ
茨
木
童
子
な
る
が
」
と
名
乗
る
の
で
、
羅
生
門
に
棲
む
茨
木
童
子
と
し
た
。
安
倍
晴
明
の
勘
文
に

よ
り
物
忌
に
仁
王
経
を
講
読
す
る
設
定
は
『
平
家
物
語
』
に
準
拠
し
た
。
季
節
は
、
能
《
羅
生
門
》
が
春
の
出
来
事
で
あ
り
、
腕
を
斬
ら

れ
た
鬼
が
七
日
の
間
に
現
れ
る
と
い
う
晴
明
の
勘
文
に
照
ら
し
《
綱
》
も
春
の
事
件
と
し
た
。
こ
の
点
は
、「
訪
ね
て
伯
母
の
き
た
時
雨
、

紅も
み
ぢ葉

の
笠
も
名
に
め
で
ゝ
」
と
歌
い
、
紅
葉
の
秋
と
し
て
い
る
《
兵
四
阿
屋
造
》《
綱
館
》《
茨
木
》
と
は
異
な
る
。

ま
た
、
稀
音
家
義
丸
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に（
注
６
）、
段
切
が
、《
兵
四
阿
屋
造
》
で
は
「
互
い
に
お
も
て
は
い
か
れ
ど
も
、
伯
母

と
甥
と
の
礼
儀
を
ば
、
心
の
底
の
下
行
く
水
、
げ
に
潔
き
次
第
や
と
、
貴
賤
上
下
お
し
な
べ
て
、
感
ぜ
ぬ
も
の
こ
そ
な
か
り
け
れ
」（
適

宜
漢
字
を
宛
て
た
）と
あ
る
の
に
対
し
、《
綱
館
》
で
は
「
か
の
晴
明
が
勘
文
に
、
背
き
し
事
の
口
惜
し
さ
よ
、
猶
時
を
得
て
打
取
る
べ
し
と
、

勇
み
立
っ
た
る
武
勇
の
程
、
感
ぜ
ぬ
も
の
こ
そ
な
か
り
け
れ
」
と
結
ぶ
。
伯
母
と
甥
の
心
の
通
い
を
忍
ば
せ
て
い
る
よ
う
な
《
兵
四
阿
屋

造
》
に
対
し
、《
綱
館
》
は
腕
を
取
り
返
さ
れ
た
綱
の
口
惜
し
さ
を
直
截
に
描
写
す
る
。
復
元
で
は
、
伯
母
と
綱
と
の
心
の
内
よ
り
も
綱

の
武
勇
を
描
写
す
べ
く
《
綱
館
》
に
拠
っ
た
。

伯
母
を
招
じ
入
れ
酒
宴
と
な
り
、
伯
母
は
山
廻
り
の
曲
舞
を
謡
い
舞
う
が
、
こ
こ
の
歌
詞
は
、
能
《
花
月
》
の
結
末
の
、
少
年
花
月
が

天
狗
に
連
れ
ら
れ
て
諸
国
の
山
を
廻
る
さ
ま
を
描
く�

［
段
歌
］�
の
一
部
で
あ
る
が
、
復
元
創
作
で
は
、《
綱
館
》
の
詞
章
に
準
拠
し
な
が

ら
、
一
部
、
耳
に
馴
染
み
の
河
内
の
山
々
に
変
え
た
。

な
お
《
綱
館
》
の
詞
章
は
『
音
曲
全
集
』（
編
輯
兼
発
行
者
大
淵
善
吉
、
発
行
所
文
芸
社
、
一
九
二
五
再
版
）に
拠
り
、
音
楽
要
素
に
つ
い
て
は
星
野

厚
子
氏
「〔
資
料
紹
介
〕
東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵�

フ
ラ
ン
ス
・
パ
テ
社
製
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
長
唄
『
綱
館
』
を
中
心
に
」（『
無
形
文
化
遺
産
研

究
報
告
』
一
五
号　

二
〇
〇
二
）を
参
照
し
た
。
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五　

舞
台
展
開

［
登
場
人
物
］　

茨
木
童
子（
鬼
。
前
は
姥
）�　

渡
邊
綱　
　

綱
の
従
者��　

安
倍
晴
明
の
下
人

［
場
景
］　

京
都
。
渡
邊
の
綱
の
館
。
あ
る
春
の
日
の
宵
か
ら
夜
。

［
演
技
・
演
出
・
趣
向
］

・�

演
技
・
演
出
上
の
難
題
は
片
腕
を
斬
ら
れ
た
鬼
が
姥
に
変
じ
て
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
片
腕
を
袂
な
り
懐
に
隠
し
、

片
腕
だ
け
で
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
杖
を
突
く
道
行
も
、
山
廻
り
の
歌
に
乗
っ
て
舞
う
酒
宴
も
、
唐
櫃
か
ら
腕
を
奪
う
場
面
も
、

す
べ
て
片
腕
で
演
技
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
片
腕
だ
け
演
技
す
る
の
は
通
常
の
能
に
な
く
、
こ
こ
が
一
番
難
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
盲
目
な
ら
《
蝉
丸
》
で
も
《
景
清
》
で
も
《
弱
法
師
》
で
も
専
用
面
を
用
い
れ
ば
よ
い
が
、
こ
の
よ
う
な
片
腕
だ
け
で

演
じ
る
写
実
的
演
技
が
、
廃
絶
し
た
理
由
の
一
つ
か
と
思
わ
れ
る（
演
技
に
つ
い
て
別
の
考
え
方
も
あ
ろ
う
。
鬼
は
神
通
力
に
よ
っ
て
両
腕
が
あ

る
よ
う
に
見
せ
た
の
だ
と
解
釈
し
、
両
手
で
普
通
に
演
技
す
る
の
で
あ
る
が
、
不
自
然
で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
欠
け
る
の
で
採
用
し
な
か
っ
た
。）

・�

姥
か
ら
鬼
へ
の
変
身
の
場
面
も
難
し
い
。《
道
成
寺
》
で
は
白
拍
子
が
落
下
す
る
鐘
に
飛
び
込
み
、
鐘
の
中
で
装
束
を
替
え
る
の
で
、

観
客
に
は
見
え
ず
、
さ
ほ
ど
難
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
一
九
九
一
年
国
立
能
楽
堂
第
三
回
研
究
公
演
で
復
曲
上
演
し
た
廃
絶
曲

《
当と
う
が
ん
ぼ
と
う

願
暮
頭
》（
能
本
作
成
＝
西
野
春
雄
、
演
出
＝
羽
田
昶
、
案
曲
＝
横
道
萬
里
雄
、
節
付
・
型
付
＝
八
世
観
世
銕
之
亟
）で
は
、
殺
生
を
生
業
と
す

る
猟
師
の
暮
頭（
直
面
）が
罪
を
悔
い
、
法
華
供
養
の
場
に
列
な
る
が
、
心
の
中
に
狩
猟
へ
の
執
心
が
高
ま
り
、
法
会
が
最
高
潮
に
達

し
た
時
、
生
き
な
が
ら
蛇
体
に
変
身
す
る
。
観
客
が
注
視
す
る
中
で
の
変
身
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
が
問
題
だ
っ
た
。
こ
の
時
、
シ

テ
の
観
世
銕
之
亟
氏
の
発
案
で
、
歌
舞
伎
に
伝
わ
る
「
ブ
ッ
カ
エ
リ
」（
引
抜
き
の
一
種
。
上
半
身
を
荒
縫
い
し
た
糸
を
抜
い
て
腰
か
ら
下
に

垂
ら
し
、
衣
裳
を
変
化
さ
せ
る
や
り
方
を
い
う
。
隠
し
て
い
た
身
分
や
性
根
、
ま
た
化
生
が
そ
の
本
性
を
顕
わ
す
時
に
用
い
る
）を
し
て
幕
へ
中
入
し
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た
。
ス
リ
ル
満
点
の
変
身
で
あ
っ
た
が
、《
綱
》
で
は
ど
う
す
る
か
が
課
題
。

・�
今
回
は
、
謡
に
あ
わ
せ
て
唐
櫃
に
近
づ
き
、《
葵
上
》
で
六
条
御
息
所
が
出だ
し

小
袖
に
近
づ
き
、
扇
を
投
げ
棄
て
て
挑
む
よ
う
に
、
腕

を
取
り
出
す
や
、
体
を
く
る
り
と
一
回
転
さ
せ
、『
太
平
記
』
の
記
述
に
「
こ
れ
は
我
が
手
に
て
候
ひ
け
る
と
言
ひ
て
差
し
合
は
せ
」

と
あ
る
よ
う
に
、
奪
い
返
し
た
手（
手
袋
の
よ
う
な
形
状
）を
瞬
時
に
斬
ら
れ
た
腕
に
装
着
し
、
中
入
し
た
が
、
や
や
不
気
味
で
、
写
実

に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。

・�

後
場
の
冒
頭
は
〔
早
笛
ニ
転
ず
る
一
声
〕
を
工
夫
し
て
い
た
だ
き
、
鬼
を
探
す
綱
、
幕
か
ら
呼
び
か
け
る
鬼（
茨
木
童
子
）、
二
人
が

切
合
う
形
で
進
め
、
囃
子
事
・
働
キ
事
を
活
用
し
、
ノ
リ
よ
く
運
ん
だ
。

［
装
束
付
］

　

前
シ
テ
＝�

面
─
老
女
・
姥
・
霊
女
の
類
、
姥
鬘
、
無
紅
鱗
鬘
帯
、
襟
─
浅
葱
、
着
附
─
銀
摺
萌
箔
又
ハ
鱗
箔
、
無
紅
腰
巻
、
無
紅
唐

織
又
ハ
水
衣
、
無
紅
鬘
扇
、
女
笠
、
杖
。　

　

後
シ
テ
＝�

面
─
顰し
か
み、
赤
頭
、
襟
・
紺
、
着
附
─
紅
入
厚
板
、
半
切
、
法
被
又
ハ
裳
着
胴
ニ
モ　

縫
紋
腰
帯
、
打
杖
。

　

前
ワ
キ
＝�

侍
烏
帽
子
、
襟
─
縹
色
、
着
附
─
厚
板
、
大
口
、
掛
直
垂
、
縫
紋
腰
帯
、
小
刀
、
男
扇
、
後
場
の
側
次（
腰
帯
は
前
場
装
束

の
中
に
着
込
む
）。

　

後
ワ
キ
＝
白
鉢
巻
、
襟
─
縹
色
、
着
附
―
厚
板
、
大
口
、
側
次
、
縫
紋
腰
帯
、
太
刀

　

ワ
キ
連（
前
）＝
襟
─
浅
葱
、
着
附
─
熨
斗
目
之
類
、
素
襖
上
下
、
小
刀
、
鎮
扇
、
持
太
刀
。

　

間
狂
言
＝
縞
熨
斗
目
、
半
袴
、
肩
衣（
右
肩
脱
）、
脚
絆
、
杖
竹
。

　

作
リ
物
＝
白
木
唐
櫃
、
鬼
の
手（
羅
生
門
で
使
う
も
の
を
応
用
し
た
）。
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六　

上
演
詞
章

次
に
、
今
回
刊
行
し
た
謡
本
に
準
拠
し
て
上
演
詞
章
を
記
載
す
る
。
た
だ
し
謡
事
の
小
段
は
謡
本
と
は
違
い
、［　

］�

で
示
し
、
囃
子

事
は
〔　

〕
で
、
節
の
部
分
は
拍
ひ
ょ
う
し
あ
い

合
を
『�

で
、
不ひ
ょ
う
し
あ
わ
ず

拍
合
を
「�

で
示
し
た
。
コ
ト
バ
の
部
分
に
は
何
も
付
さ
な
い
。
な
お
、
参
考
ま
で
に

《
綱
館
》
と
同
文
の
箇
所
は
太
字
体
に
し
た
。　

　
　
　
　
　
　

０　

後
見
が
鬼
の
腕
を
入
れ
た
唐
櫃（
作
り
物
）を
正
先
に
置
く
。
綱
は
何
事
も
な
く
登
場
し
、
脇
座
で
床
几
に
か
け
る

１　

綱
に
仕
え
る
従
者
の
登
場　
　

常
座
で
名
乗
る

〔
名
ノ
リ
笛
〕［
名
ノ
リ
］　
従
者��

こ
れ
ハ
源
の
頼
光
の
家
臣
。
渡
邉
の
源
次
綱
に
仕
へ
申
す
者
に
て
候
。
さ
て
も
我
が
主
君
はナ

。
こ
の
程

都
九
条
羅
生
門
に
て
。
鬼
神
の
腕カ

イ
ナ
を
斬
り
取
っ
て
。
武
勇
を
天
下ガ

に
輝カ

カ
ヤ
か
せ
給
ひ
し
が
。
か
ヽ
る
悪
鬼
ハ
七
日
の
内
に
必
ず
仇ア

タ

を
な
す
こ

と
あ
り
と
の
。
陰オ

ン
ミ
ョ
オ陽
の
博
士
安
倍
の
晴
明
が
勘カ

ン
モ
ン文
に
任
せ
。
門
戸
を
堅
く
閉
ぢ
て
。
一イ
ッ

七シ
チ
ニ
チ日
の
物
忌
み
を
な
し
仁ニ

ン
ノ
オ
キ
ョ
オ

王
経
を
読
誦
し
給
ひ
て

候
。
も
は
や
明
日
一
日
に
て
忌
み
明
け
に
て
候
へ
ば
。
我
等
も
い
よ
い
よ
怠
り
な
く
警
護
せ
よ
と
の
御
事
に
て
候
ふ
程
に
。
油
断
な
く
警

護
い
た
さ
ば
や
と
存
じ
候
。
そ
の
分
心
得
候
へ
。

２  

綱
の
感
懐　
　

床
几
に
座
し
た
ま
ま
歌
う

［
サ
シ
］　
不
合 

ヨ
ワ 

綱
「
曇
り
な
き
君
の
御
影
は
久
方
の
。
空
も
の
ど
け
き
春
の
宵
。
げ
に
一イ

ッ
コ
ク刻
も
千
金
に
替
へ
じ
と
は
。
今
こ
の
時
な

れ
や
あ
り
が
た
や
。

［
上
歌
］　
拍
合 

ヨ
ワ 

地
『
吹
く
風
も
。
枝
を
鳴
ら
さ
ぬ
都
路
の
。
枝
を
鳴
ら
さ
ぬ
都
路
の
。
花
を
見
捨
て
て
行
く
雁
の
。
程
な
く
姿
消
え

果
て
ヽ
。
都
の
南
羅
生
門
。
打
切�

ツ
ヨ 

棲
み
に
し
鬼
の
腕カ

イ
ナ

を
バ
。
斬
り
落
と
す
事
こ
れ
も
皆
。
君
の
御
威
徳
な
ら
ず
や
。
打
切 

さ
れ
ど
も
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晴
明
が
勘
文
に
。
任
せ
て
籠
る
こ
の
夕
べ
。
あ
ら
気
詰
ま
り
の
物
忌
み
か
な
。
あ
ら
気
詰
ま
り
の
物
忌
み
か
な
。

３　

姥
の
登
場 

（
常
の
出
立
。
笠
を
被
り
、
杖
を
突
く
）　　

橋
掛
り
で
歌
う

〔
次
第
〕�［
次
第
］　
拍
合 

ヨ
ワ 

姥
『
誉
れ
の
腕カ

イ
ナ 

一
目
見
ん
。
誉
れ
の
腕
一
目
見
ん
。
綱
が
館
へ
急
が
ん
。

［
サ
シ
］　
不
合 
ヨ
ワ 

姥�

「
こ
れ
ハ
河
内
の
国
高
安
の
里
よ
り
出
で
た
る
姥
に
て
さ
む
ら
ふ
。
詞
さ
て
も
甥
の
綱
殿
を
幼
少
よ
り
。�

不
合
ヨ
ワ

「
母ハ

ワ
ゴ御
に
代
り
慈
し
み
育ハ

グ
ク
み
給
ひ
て
候
。
詞
や
が
て
綱
殿
は
源
の
頼
光
に
仕
へ
申
し
候
が
。
不
合�

ヨ
ワ�

「
武
勇
の
誉
れ
高
く
。
こ
の
程
ハ
都

羅
生
門
に
棲
む
鬼
神
の
腕カ

イ
ナ
を
斬
り
落
と
し
た
る
と
承
り
及
び
。
老
い
た
り
と
は
申
せ
ど
も�

和
ヨ
ワ
「�

綱
が
館
へ
参
り
て
彼
の
誉
れ
の
腕カ

イ
ナ
を�

一
見
い
た
し
。
今
生
の
思
ひ
出
。
冥
途
の
土
産
に
も
な
さ
ば
や
と

［
下
歌
］�

拍
合 

ヨ
ワ 

姥
『
河
内
な
る
。
音
高
安
を
立
ち
出
で
て
。
心
は
都
へ
急
げ
ど
も
。
杖
を
頼
り
の
老
い
が
身
の
。
乃
の
字
の
姿
恥
づ
か

し
や
。

［
上
歌
］�

拍
合 

ヨ
ワ 

姥
『
笠
に
人
目
を
忍
び
つ
つ
。
打
切�

笠
に
人
目
を
忍
び
つ
つ
。
苦
し
き
思
ひ
繁シ

ゲ

け
れ
ど
。
鬼
神
の
腕カ

イ
ナ
見
ん
た
め
と
。�

そ

の
心
を
ば
杖
と
し
て
。
打
切 

戻
橋
を
も
う
ち
渡
り
。
歩
み
を
運
ぶ
程
も
な
く�

綱
が
館
に
。
着
き
に
け
り
。
綱
が
館
に
着
き
に
け
り
。

［
着
キ
ゼ
リ
フ
］　
姥 

急
ぎ
候
程
に
こ
れ
ハ
は
や
。
綱
が
館
に
着
き
て
候
。
や
が
て
綱
に
対
面
申
さ
ふ
ず
る
に
て
候
。

４　

姥
と
従
者
、
姥
と
綱
と
の
応
対

［
問
答
］　
姥�

い
か
に
案
内
申
し
候 　
従
者 

誰
に
て
渡
り
候
ぞ 　
姥 

こ
れ
ハ
河
内
の
国
高
安
の
里
に
住
む
綱
が
伯
母
に
て
候
が
。
甥
の

綱
殿
に
見
参
い
た
し
た
く
遥
々
参
り
て
候
。
こ
の
門カ

ド

を
開
き
て
給
は
り
候
へ
。
疾
く
開
き
て
給
は
り
候
へ　

 

従
者 

畏
ま
っ
て
候
。
主ア

ル
ジ
に

そ
の
由
申
し
上
げ
う
ず
る
に
て
候　

［
問
答
］　
従
者 

い
か
に
申
し
上
げ
候
。
高
安
の
里
よ
り
伯
母
御
様
の
御
参
り
候
ひ
て
。
対
面
い
た
し
た
き
と
の
御
事
に
て
候　

 

綱 

何

と
高
安
の
伯
母
御
の
訪
ね
参
ら
れ
て
候
か
。
遥
々
の
御
出
で
忝
く
候
へ
ど
も
。
仔
細
あ
っ
て
門
の
内
へ
は
叶
は
ず
候
と
申
し
候
へ 　

�
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従
者 

畏
ま
っ
て
候

［
問
答
］　
従
者 

い
か
に
申
し
候
。
主
に
そ
の
由
申
し
て
候
が
。
遥
々
の
御
出
で
忝
く
候
へ
ど
も
。
仔
細
あ
っ
て
開
門
は
叶
ふ
ま
じ
き
由

仰
せ
候 　
姥 

何
と（
カ
ク
シ
節
）。
開
門
ハ
叶
は
ぬ
と
仰
せ
候

ゾ
オ
ロ
オか
。
あ
ら
曲キ

ョ
ク
も
な
き
御
事
か
な
。
さ
ら
ば
わ
ら
は
が
直ヂ

キ

に
申
し
上
げ
う
ず

る
に
て
候

５　

姥
と
綱
の
応
対　

［
問
答
］　
姥 

い
か
に
綱
殿
。
高
安
の
伯
母
の
参
り
て
候
。
ち
と
門
を
開
け
て
給
は
り
候
は
ぬ
か
。
和
殿
が
幼
き
そ
の
時
ハ
。
母
に
代
り

て
自
ら
が
。
抱イ

ダ

き
上
げ
慈イ

ツ
ク
し
み
。
カ
ゝ
ル 

不
合 

ヨ
ワ
「
九キ

ウ
カ
サ
ン
プ
ク

夏
三
伏
の
暑
き
日
は
。
扇
の
風
に
て
凌シ

ノ

が
せ
給
ひ

［
上
歌
］�

拍
合 

ヨ
ワ 

地
『
玄ゲ

ン
ト
オ
ソ
セ
ツ

冬
素
雪
の
寒
き
夜
ハ
。
打
切 

玄
冬
素
雪
の
寒
き
夜
ハ
。
衾フ

ス
マ
を
重
ね
暖
め
て
。
和
殿
を
綱
と
言
は
せ
し
も
。
皆
自

ら
が
恩
な
ら
ず
や
。
恩
を
知
ら
ぬ
ハ
人
な
ら
ず
。
汝
は
邪ジ

ャ
ケ
ン慳
な
者
か
な
と
。
か
き
く
ど
き
。
恨
み
か
こ
ち
て
声
を
上
げ
。
さ
め
ざ
め
と
泣

き
給
ふ
。
打
切 

さ
し
も
に
猛
き
渡
邉
も
。
産
み
の
親
に
も
勝
り
た
る
。
恩
あ
る
伯
母
御
を
こ
の
ま
ま
に
。
帰
す
も
本ホ

イ意
な
き
事
な
れ
ば
。

是
非
な
く
門
を
押
し
開
き
。
奥
の
座
敷
に
。
招
じ
け
る
。
奥
の
座
敷
に
招
じ
け
る
。　

６　

姥
と
綱
と
の
対
面
、
酒
宴
、
曲
舞
の
披
露

［
問
答
］　
綱 

さ
て
も
只
今
ハ
失
礼
仕
り
て
候
。
伯
母
御
様
に
ハ
御
機
嫌
美ウ

ル
ワ
し
き
躰テ

イ

を
拝
し
奉
り
。
大
慶
至
極
に
存
じ
候 　
姥 

そ
な
た

に
も
変
り
な
く
、
め
で
た
う
こ
そ
候
へ 　
綱 

遥
々
の
御
旅
に
て
候
へ
ば
。
さ
ぞ
御
疲
れ
に
て
候
程
に
。
ま
づ
は
ゆ
る
り
と
御
寛
ぎ
な
さ

れ
。
御ゴ

シ
ュ酒
一
献
と
聞
し
召
さ
れ
候
へ 　
姥 

さ
ら
ば
御
酒
を
い
た
だ
か
う
ず
る
に
て
候

［
問
答
］　
綱 

い
か
に
誰
か
あ
る　
従
者 

御
前
に
候 　
綱 

伯
母
御
様
へ
御
酒
を
勧
め
候
へ　
従
者 

畏
ま
っ
て
候 　

さ
あ
ら
ば
な
み
な

み
と
御
召
さ
れ
候
へ 　
姥 

あ
り
が
た
う
候

ゾ
オ
ロ
オ
　

［
掛
合
］�

不
合 

ヨ
ワ 

綱 

「
折
し
も
時
は
春
の
宵　

 

姥
「
一
刻
も
千
金
に　

 

綱
「
替
へ
じ
と
は
今
こ
の
時
か
や　

 

姥
「
花
に
清
香　

 

綱
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「
月
に
影　
　

［
上
歌
］　
姥
・
綱��

拍
合
『
惜
し
ま
る
べ
し
や
時
も
げ
に
。
打
切　
地�

『
惜
し
ま
る
べ
し
や
時
も
げ
に
。
風
も
の
ど
け
き
春
の
宵
。
流リ

ウ

に
牽ヒ

か

る
る
盃

サ
カ
ヅ
キの
。
廻メ

グ

る
や
愉
し
か
り
け
る　

愉
し
か
り
け
る
酒
宴
か
な
。

［
問
答
］　
綱　

只
今
の
御
酒
に
食
べ
酔エ

ひ
て
候
へ
ば
。
伯
母
御
様
に
昔
名
を
得
し
御オ

ン

曲ク
セ
マ
イ舞
を
御
所
望
申
し
た
く
候　

 

姥 

何
と
わ
ら
は
に

舞
を
御
所
望
候

ゾ
オ
ロ
オや
。
昔
に
変
は
り
今
ハ
か
う
歳ト

シ

老
い
て
候
が
。
め
で
た
き
折
な
れ
ば
一
さ
し
舞
は
う
ず
る
に
て
候　

 

綱 

あ
り
が
た
う
候

ゾ
オ
ロ
オ
　
　

［
□
］　
姥 

御
酒
の
機
嫌
を
か
り
そ
め
に
。
差
す
手
引
く
手
の
末
広
や 

不
合�

ヨ
ワ
「
あ
ら
面
白
の
山
廻
り　
拍
合
『
あ
ら
面
白
の
山
廻
り

［
段
歌
］�

拍
合 

ヨ
ワ 

地 

『
ま
づ
筑
紫
に
は
彦
の
山
。
ま
づ
筑
紫
に
は
彦
の
山
。
深
き
思
ひ
を
四シ

オ
オ
ジ

王
子
。
讃
岐
に
は
松
山
。
降
り
積
む
雪
の

白シ
ロ
ミ
ネ峰
。
さ
て
河
内
に
ハ
日ク

サ
カ
ヤ
マ

下
山
。
さ
て
河
内
に
ハ
日
下
山
。
そ
の
名
も
高
き
生
駒
山
。
丹
後
丹
波
の
境
な
る
。
鬼
棲
む
山
と
聞
こ
え
し
ハ
。

名
も
恐
ろ
し
き
雲
の
奥
。
名
も
恐
ろ
し
き
雲
の
奥
。
懐
か
し
や�

（
又
ハ
片
地
）。

７　

姥
と
綱
と
の
応
対���

綱
、
唐
櫃
よ
り
腕
を
取
り
出
し
姥
に
見
せ
る

［（
問
答
）］　
姥 

い
や
と
よ
綱
。
此
度
の
鬼
神
の
腕
を
切
り
落
と
し
た
る
武ブ

イ
ウ勇
の
程
。
お
よ
そ
天
下
に
隠
れ
な
し
。
し
て
そ
の
腕
は
何
く
に

在
り
や
。
見
せ
て
給
は
り
候
ハ
ぬ
か　

 

綱 

そ
の
時
綱
ハ
驚
き
て
。
伯
母
御
の
方
に
目
を
遣
る
も
。
老
い
た
る
姿
を
眺
む
れ
ば

［
サ
シ
］�

不
合 

ヨ
ワ 

地
「
晴
明
が
勘
文
に
背
け
ど
も
。
大
恩
あ
る
伯
母
御
の
願
ひ
断
り
難
し
と
。
心
強
く
座
を
立
ち
て
。
即
ち
こ
れ
に
在
り

け
る
と
。
唐
櫃
の
蓋
う
ち
開ア

け
て
。
伯
母
御
の
前
に
ぞ
出
だ
し
け
る
。

［
中
ノ
リ
地
］
合 

姥
『
そ
の
時
伯
母
ハ
か
の
腕ウ

デ

を
。 

地
『
そ
の
時
伯
母
ハ
か
の
腕
を
。
た
め
つ
す
が
め
つ
し
げ
し
げ
と
。
眺
め
眺
め
て
居

た
り
し
が
。
次
第
次
第
に
面
色
変
は
り
。
か
の
腕
を
取
る
よ
と
見
え
し
が
。
忽
ち
に
鬼キ

ジ
ン神
と
な
つ
て
。
飛
び
上
が
れ
ば
さ
て
こ
そ
変ヘ

ン
ゲ化
の
。

者
な
り
や
遁ノ

ガ

さ
じ
と
。
綱
ハ
跡
を
ぞ
追
っ
か
く
る��

綱
ハ
跡
を
ぞ
追
っ
か
く
る
。
中
入　

 （
姥
に
続
い
て
綱
も
中
入
）

８
〔
早
鼓
〕
ア
イ
晴
明
の
下
人
登
場　
　

常
座
で
先
刻
の
出
来
事
を
立
ち
シ
ャ
ベ
リ
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［
□
］�

下
人　

恐
ろ
し
や
恐
ろ
し
や
、
恐
ろ
し
や
恐
ろ
し
や
、
綱
が
館
に
鬼
が
出
た
と
申
す
、
恐
ろ
し
や
、
恐
ろ
し
や
、
恐
ろ
し
や
、
恐
ろ
し
や
。

［
シ
ャ
ベ
リ
］�

下
人　

こ
れ
ハ
安
倍
の
晴
明
が
身
内
の
者
に
て
候
、
綱
が
館
の
様
子
を
見
て
参
れ
と
の
晴
明
の
仰
せ
に
従
ひ
、
綱
が
館
へ
参
り
て
候
ふ

が
、�

茨
木
童
子
、
綱
の
伯
母
に
化
け
て
綱
が
館
を
訪
ね
、
切
り
取
ら
れ
た
る
腕
を
奪
い
て
逃
げ
た
る
と
申
し
候
。
こ
れ
と
申
す
も
、
綱
、
晴
明
が
勘

文
に
従
は
ず
、
物
忌
み
を
破
り
、
伯
母
を
座
敷
に
招
じ
入
れ
た
る
故
に
て
候
、
か
く
な
る
上
は
屋
敷
へ
戻
り
、
晴
明
に
申
し
上
げ
ず
ば
な
る
ま
い
。

や
れ
や
れ
忙
し
や
、
急
い
で
戻
ら
う
、
忙
し
や
、
忙
し
や
、
忙
し
や
、
忙
し
や
の
、
忙
し
や
の
。　
幕
へ
退
く　

９　

鬼
と
綱
と
の
闘
争

〔
早
笛
ニ
転
ズ
ル
一
声
〕　

鬼
を
探
す
て
い
で
綱
が
登
場
、
続
い
て
茨
木
童
子
が
呼
び
か
け
で
出
る
（
＊
注
）

［
□
］
ツ
ヨ�

不
合 

鬼 

「
い
か
に
綱
。
過
ぎ
に
し
夜ヨ

ル

都
九
条
の
羅
生
門
に
て
。
汝
が
兜
の
錣シ

コ
ロ
を
バ
。
引
き
切
っ
た
る
我
こ
そ
茨
木
童
子
な
り
。

我
が
通
力
に
て
高
安
の
。
伯
母
が
姿
に
身
を
変
じ
。
我
が
腕カ

イ
ナ
を
取
り
返
さ
ん
そ
の
為
に
。
こ
れ
ま
で
来
た
る
と
知
ら
ざ
る
や　

�

［
□
］
不
合�

ツ
ヨ 

地
「
破
風
を
蹴
破
り
現
れ
出
で
し
。
変ヘ

ン
ゲ化
の
者
あ
た
り
を
睨
み
し
そ
の
有
様
ハ
。
身
の
毛
も
よ
だ
つ
。
ば
か
り
な
り　

［
□
］　
綱 

さ
て
は
世
上
に
隠
れ
な
き
茨
木
童
子
に
て
あ
り
し
よ
な
。
正マ

サ

し
き
伯
母
御
と
思
ひ
し
程
に
。
秘ヒ

ソ
オ蔵
な
し
た
る
腕
を
ば
。
見
せ

申
せ
し
ハ
綱
が
不
覚
。
不
合 

ツ
ヨ
「
い
で
い
で
汝
を
討
ち
取
ら
ん
とイ

ロ

［
ノ
リ
地
］
ノ
ル 

ツ
ヨ 

地
『
綱
ハ
怒イ

カ

り
て
。
早サ

ソ
ク足
を
踏
み�
〔
働
〕
打
込
打
返　

綱
ハ
怒
り
て
。
早
足
を
踏
み
。
斬
ら
ん
と
す
れ
ど
。
童
子
は
虚

空
に
。
在
り
け
る
が
。
飛ヒ

ギ
ョ
オ行
自
在
の
。
通
力
に
。
如イ

カ
ニ何
か
な
し
て
。
討
ち
取
る
べ
し
と 　
綱
『
思
へ
ど
次
第
に
。
黒ク

ロ
ク
モ
オ
オ

雲
覆
ひ 　
地
『
思

へ
ど
次
第
に
。
黒
雲
覆
ひ
。
鬼
神
の
姿
ハ
。
消
え
失
せ
け
れ
バ
。
コ
コ
ニ
囃
子
ノ
手
有
テ
モ　

ソ
ノ
時
ハ
「
鬼
神
の
姿
ハ
。
消
え
失
せ
け
れ
バ
」　

ト

繰
リ
返
ス��

か
の
晴
明
が
。
勘
文
に
。
背
き
し
事
の
。
口
惜
し
さ
よ
。
な
ほ
時
を
得
て
。
討
ち
取
る
べ
し
と
。
勇
み
立
っ
た
る
。
武
勇
の

程
。
感
ぜ
ぬ
者
こ
そ
。
な
か
り
け
れ
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（
＊
注�

）
９
の
闘
争
場
面
は
、《
綱
館
》
で
は
地
謡
「
破
風
を
蹴
破
り
…
」
か
ら
、
鬼
の
「
如
何
に
綱
…
」
へ
と
続
く
が
、
舞
台
に
緊
迫
感
を
出
す
た
め
、
登

場
の
囃
子
を
工
夫
し
て
い
た
だ
き
〔
早
笛
ニ
転
ズ
ル
一
声
〕
か
ら
、
鬼
の
「
如
何
に
綱
…
」
と
謡
い
、
地
謡
「
破
風
を
蹴
破
り
…
」
と
続
か
せ
た
。

七　

初
演
を
受
け
て
の
課
題

所
用
時
間
は
約
一
時
間
だ
っ
た
。
演
技
上
の
課
題
で
は
、
伯
母
に
は
美
し
く
年
老
い
た
姿
で
登
場
さ
せ
た
い
と
考
え
、
面
は
姥
で
は
な

く
上
品
な
老
女
の
面
を
使
っ
た
。
伯
母
は
す
べ
て
片
腕
で
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
在
の
能
に
な
い
演
技
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
困
難
さ

が
あ
る
。�

腕
を
袂
に
隠
す
か
、
腹
の
あ
た
り
に
隠
す
か
、
着
附
も
工
夫
が
要
る
。
そ
し
て
、
立
ち
姿
も
、
盃
を
受
け
る
姿
も
、
常
と
同

じ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
技
術
的
な
難
し
さ
が
、《
綱
》
が
廃
絶
し
た
要
因
か
と
思
わ
れ
る
。

伯
母
が
綱
に
所
望
さ
れ
て
曲
舞
を
語
り
舞
う
酒
宴
の
場
も
、
春
宵
一
刻
の
春
の
夜
に
、
二
人
が
打
ち
解
け
て
、
語
り
合
う
よ
う
に
、
も

う
少
し
た
っ
ぷ
り
と
扱
う
と
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

伯
母
が
唐
櫃
か
ら
取
り
出
し
た
左
片
腕（
手
袋
状
）を
取
り
出
す
場
面
が
前
塲
の
頂
点
で
あ
る
が
、
今
回
は
、
右
手
で
瞬
時
に
取
り
出
し
、

一
回
転
す
る
う
ち
に
左
腕
に
装
着
し
た
が
、
や
や
不
気
味
で
写
実
的
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
嵌
め
ず
に
、
右
手
に
持
つ
型
が

い
い
か
も
し
れ
な
い
。
腕
を
奪
う
場
面
も
含
め
て
、
淀
み
な
く
運
ん
だ
が
、
こ
う
し
た
点
も
含
め
、
さ
ら
に
工
夫
し
た
い（
注
７
）。

晴
明
の
下
人
が
異
変
を
聞
い
て
慌
た
だ
し
く
登
場
す
る
場
面
は
、
後
場
に
鬼
も
綱
も
装
束
を
替
え
て
登
場
す
る
た
め
の
時
間
が
必
要
な

の
で
設
定
し
た
が
、
も
う
少
し
長
く
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
間
延
び
し
て
勢
い
が
削
が
れ
て
も
い
け
な
い
の
で
、
そ
の
あ

た
り
、
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
囃
子
事
で
繋
ぐ
こ
と
も
一
案
か
も
し
れ
な
い
。

詞
章
面
で
は
、《
綱
館
》
の
詞
章
を
生
か
し
つ
つ
、
平
明
を
心
が
け
、
詩
歌
の
引
用
も
耳
近
い
も
の
に
し
た
。
し
か
し
筋
を
運
ぶ
こ
と

に
汲
々
と
し
て
、
遊
び
や
余
裕
の
な
い
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。
酒
宴
の
場
を
も
う
少
し
ふ
く
ら
ま
せ
、
地
謡
も
優
美
に
謡
い
、
の
ど
か
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な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
少
し
長
く
な
る
が
、
酔
い
に
任
せ
、
綱
に
鬼
の
腕
を
斬
っ
た
武
勇
談
を
「
小
書
」
と
し

て
語
ら
せ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
、
練
り
直
し
て
、
再
演
の
機
会
を
得
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

な
お
、
今
回
は
、
能
取
り
物
を
逆
に
遡
っ
て
能
本
を
作
成
し
た
が
、
こ
れ
が
唯
一
の
正
解
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
別
の
方
が
別
の
方

法
で
復
元
創
作
す
れ
ば
、
違
っ
た
形
の
《
綱
》
が
復
元
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

謝　

辞

ま
ず
散
佚
曲
《
綱
》
の
復
元
創
作
を
企
画
し
、
能
本
作
成
を
委
嘱
さ
れ
た
高
安
能
未
来
継
承
事
業
推
進
協
議
会
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

そ
し
て
、
能
本
作
成
に
当
り
、
長
唄
《
綱
館
》
を
は
じ
め
邦
楽
関
係
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
直
接
御
教
示
い
た
だ
い
た
稀
音
家
義
丸

氏
に
対
し
、
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
稿
を
重
ね
て
行
く
段
階
で
、
い
ろ
い
ろ
相
談
し
、
節
付
と
型
付
と
シ
テ
を
演
じ
た
山
中
雅
志
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

当
日
ご
出
演
の
ワ
キ
原
大
・
ワ
キ
ツ
レ
原
陸
、
ア
イ
善
竹
隆
平
、
囃
子
方
＝
森
田
訓
義
（
笛
）・
荒
木
建
作
（
小
鼓
）・
安
福
光
雄
（
大
鼓
）・

中
田
弘
美
（
太
鼓
）、
後
見
＝
山
階
彌
右
衛
門
・
生
一
知
哉
・
山
中
迓
晶
、
地
謡
＝
武
田
文
志（
地
頭
）、
武
田
宗
典
・
林
本
大
・
武
田
祥

照
・
山
田
薫
・
藤
井
丈
雄
の
各
氏
と
、
茨
木
童
子
に
つ
い
て
御
教
示
い
た
だ
い
た
福
田
祐
美
子
氏
、
資
料
収
集
等
に
御
協
力
い
た
だ
い
た

今
泉
隆
裕
・
門
脇
幸
恵
氏
ほ
か
関
係
者
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
同
会
の
細
合
道
子
氏
に
よ
る
報
告
「
令
和
に
蘇
る
〈
綱
〉
─
五
百
年
ぶ
り
の
復
元
能
─
」（「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
」
令
和
３
年
８
月
号
）は
、

写
真
を
掲
載
し
、
詳
し
い
装
束
付
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
高
安
ル
ー
ツ
の
能
後
援
会
だ
よ
り
そ
の
19
」（
２
０
２
１
・
０
９
・
０
１
）に

朝
原
広
基
氏
の
レ
ポ
ー
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

筆
末
な
が
ら
、
写
真
を
御
提
供
い
た
だ
い
た
生
原
良
幸
氏
に
御
礼
申
し
あ
げ
る
。
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（
注
１
）
《
高
安
》
は
「
高
安
の
女
」「
河
内
通
」「
笛
吹
き
の
松
」
な
ど
と
も
別
称
し
、
永
正
十
三
年（
一
五
一
六
）以
前
成
立
の
作
者
付
『
自
家
伝

抄
』
は
世
阿
弥
作
と
す
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
決
定
で
き
な
い
。
内
容
は
、
大
和
の
春
日
・
龍
田
社
を
参
詣
し
た
都
の
男（
僧
ニ
モ
）が
、
河
内

路
を
経
て
都
へ
帰
る
途
中
、
高
安
の
里
で
、
里
の
女
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
業
平
の
高
安
通
い
の
話
、
業
平
が
松
の
木
の
下
で
笛
を
吹
い
た
と
い

う
笛
吹
き
の
松
の
謂
れ
を
聞
く
。
や
が
て
女
は
自
分
が
そ
の
高
安
の
女
で
あ
る
と
明
か
し
、
笛
吹
の
松
の
下
で
待
つ
よ
う
告
げ
て
消
え
る
。
そ

の
夜
、
男
が
松
の
下
で
仮
寝
を
し
て
い
る
と
、
訪
れ
を
喜
ん
だ
高
安
の
女
の
霊
が
現
れ
、
高
安
通
い
の
話
を
語
り
、
月
下
に
業
平
へ
の
思
慕
を

舞
い
、
夜
明
け
と
と
も
に
男
の
夢
も
覚
め
る
。

　
　
　

伊
勢
物
語
古
注
釈
の
一
つ
『
伊
勢
物
語
聞
書
』（
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊　

第
四
巻
、
八
木
書
店
、
一
九
八
七
）に
、「
…
ま
れ
ま
れ

彼
た
か
や
す
に
き
て
ミ
れ
ば
と
ハ
、
お
と
こ
、
こ
い
た
や
の
女
の
所
へ
い
ぬ
る
に
は
、
い
つ
も
笛
を
ふ
き
か
よ
ふ
と
ぞ
。
女
、
笛
を
聞
、
こ
い

た
や
の
里
よ
り
、
夜
る
か
よ
ひ
ぢ
の
里
を
た
つ
田
の
麓
へ
出
あ
ひ
て
、
夜
す
が
ら
契
る
と
ぞ
」
と
あ
る
。〈
句
読
点
・
濁
点
は
私
に
付
し
た
〉

　
　
　

な
お
、
江
戸
中
期
、
徳
川
綱
吉
・
家
宣
時
代
、
狂
熱
的
に
能
を
愛
し
た
将
軍
の
意
向
で
、
廃
曲
が
続
々
と
復
曲
上
演
さ
れ
た
が
、
鳥
取
池
田

藩
で
も
稀
曲
が
演
じ
ら
れ
、《
高
安
》
も
能
を
愛
好
し
た
第
三
代
池
田
吉
泰
の
正
徳
三
年（
一
七
一
三
）八
月
と
十
一
月
、
翌
年
二
月
と
三
月
に

演
じ
ら
れ
た
の
を
最
後
に
演
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
受
け
、
令
和
三
年
十
一
月
、
シ
テ
山
階
彌
右
衛
門
氏
ほ
か
の
出
演
で
、
鳥
取
で
三
百

年
ぶ
り
に
上
演
さ
れ
た（
於
・
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
）。

（
注
２
）
廃
絶
曲
《
姫
切（
川
蝉
・
川
蝉
綱
ト
モ
）》
の
梗
概
は
、
春
、
宇
治
川
の
ほ
と
り
で
、
綱
が
美
女
姿
の
鬼
神（
橋
姫
）と
遭
遇
し
、
斬
り
つ
け
る

が
姿
を
消
す（
中
入
）。
や
が
て
鬼
神
は
正
体
を
現
し
て
襲
い
か
か
り
綱
は
斬
り
付
け
る
と
川
波
が
激
し
く
な
り
、
鋭
い
嘴
の
翡か
わ
せ
み翠

の
一
群
が
飛

来
し
、
綱
を
襲
う
。
綱
は
剣
で
切
り
払
い
、
翡
翠
は
波
間
に
沈
ん
で
消
え
る
。
二
種
の
写
本
と
元
禄
十
一
年
田
方
屋
刊
番
外
謡
本
が
伝
存
。
翻

印
本
に
『
宴
曲
十
七
帖
附
謡
曲
末
百
番
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
二
）と
『
謡
曲
叢
書
第
三
巻
』（
博
文
館
、
一
九
一
四
）の
二
種
が
あ
る
。
な
お
安

藤
玄
怪
坊
・
岡
田
三
面
子
『
謡
曲
と
川
柳
』（
春
陽
堂
、
一
九
三
〇
）は
「
姫
切
」
を
立
項
し
、
梗
概
と
詞
章
と
川
柳
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
注
３
）
池
田
弘
一
『
長
唄
び
い
き
』（
青
蛙
坊
、
二
〇
〇
二
）の
「
綱
館
」
の
章
。
一
、
鬼
の
腕
を
切
る
話
の
伝
承
、
二
、「
渡
辺
綱
」
考
、
三
、
長

唄
『
綱
館
』
考
察
で
論
述
し
、『
綱
館
』
の
考
察
で
は
、
成
立
・
詞
章
・「
源
頼
光
勲
功
記
」
に
お
け
る
伯
母
の
ク
ド
キ
・
詞
章
中
の
字
句
・
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「
鬼
の
腕
」
の
こ
と
・「
鬼
の
首
」
の
こ
と
、
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

（
注
４
）
星
野
厚
子
「〔
資
料
紹
介
〕
東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
フ
ラ
ン
ス
・
パ
テ
社
製
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
長
唄
『
綱
館
』
を
中
心
に
」（『
無
形
文
化
遺

産
研
究
報
告
』
一
五
号　

二
〇
〇
二
）。

（
注
５
）
稀
音
家
義
丸
「
長
唄
「
綱
館
」
曲
舞
の
歌
詞
・
作
曲
考
」（『
東
洋
音
楽
研
究
』
一
五
号
、
東
洋
音
楽
学
会
、
一
九
九
九
）

（
注
６
）
稀
音
家
義
丸
『
長
唄
囈
語
』（
邦
楽
の
友
社
、
二
〇
一
五
）。

（
注
７
）
鬼
に
化
け
た
姥
が
腕
を
奪
っ
て
去
っ
て
い
く
場
面
は
、《
茨
木
》
の
ほ
か
に
明
治
前
期
の
浮
世
絵
も
参
照
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
月
岡
芳
年

（
一
八
三
九
─
九
二
）に
よ
る
妖
怪
画
の
連
作
『
新し
ん
け
い
さ
ん
じ
ゅ
う
ろ
っ
か
い
せ
ん

形
三
十
六
怪
撰
』
の
「
老
婆
鬼き

腕わ
ん

を
持
ち
去
る
図
」（
一
八
九
二
）で
あ
る
。
白
髪
に
鬘
帯

を
な
び
か
せ
て
空
中
に
飛
び
去
る
瞬
間
を
不
気
味
に
描
い
て
い
る
。
左
手
に
赤
い
腕
を
持
ち
、
着
物
か
ら
の
ぞ
く
足
に
は
鋭
い
獣
の
よ
う
な
爪

が
光
る
。
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
能
と
し
て
の
表
現
を
工
夫
し
て
み
た
い
。
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〔撮影／生原良幸〕

鬼：山中雅志　綱：原大

姥：山中雅志


